
TOPICS
熊本地震被災地へ大洲市からの支援
　７月28日㈫に発生した令和８年熊本地震の被災地
を支援するため、８月３日㈪から９日㈰まで大洲市職
員２人を避難所支援要員として熊本県氷川町へ派遣し
ました。今回の派遣は、愛媛県と県内各市町との合同
によるもので、その第１陣となりました。
　また、市が所有する災害用トイレカーを被災地へ届
けるため、市職員４人を８月５日㈬から９日㈰まで派
遣しました。
　今後も要請に応じ順次被災地への支援を行っていく
予定です。

掘って、見つけて、歴史を体感！

恒例の鹿野川夏まつり

　「村島宮の首遺跡」の発掘体験を８月８日㈯、菅田
町村島で開催し、市内の小中学生とその保護者の計
10人が参加しました。この遺跡は、全国的にも珍し
い石斧づくりの集落跡で、これまでに弥生土器や石斧、
矢じりなどが発見されています。
　参加者は、掘り方の説明を受けたあと、実際に発掘
に挑戦。使い慣れない道具に苦戦しながらも、土器な
どを発見すると笑顔を見せていました。参加した小学
生は、「掘るのは難しかったけど、土器を見つけたと
きはうれしかった」と発見する喜びを感じていました。

　鹿野川夏まつりが８月８日㈯、肱川複合公共施設駐
車場ほかで開催されました。
　14時から行われた「アユのつかみ取り」には、県
内外から約80人の子供たちが参加し、河辺川の清流
に放流されたアユやウナギを捕まえようと大はしゃぎ
していました。
　夕方からはたくさんの出店が軒を連ね、盆踊りも行
われ、住民や帰省客など多くの人でにぎわいました。
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おおずニュース

大洲ゆかりの偉人 中江藤樹の教えを受け継ごう

災害時の安全・安心のための協定締結

ようこそ大洲へ 新しいALTのみなさん

　第40回藤樹まつり小学生意見発表会が８月20日㈭、
市役所大ホールであり、児童、教職員、教育・行政な
どの関係者約110人が出席しました。
　藤樹まつり実行委員会の上田敏

さとし
委員長が「中江藤

樹の教えを自分の将来に生かしてほしい」とあいさつ
した後、喜多、平、久米、新谷、三善、長浜の小学校
代表児童６人が、「致

りょうちにいたる
良知」「孝

こう
」「貌

ぼう
言
げん
視
し
聴
ちょう
思
し
」などの

教えと日常生活とを関連させながら、家族への感謝や
夢への努力などについて、各自の意見を発表しました。

　市と株式会社ホンダカーズ中央愛媛（脇本則
のり
彦
ひこ
代表

取締役）との「災害時等における電気自動車からの電
力供給に関する協定」の締結式を８月21日㈮、大洲
市役所で行いました。
　この協定により、災害などで停電が発生した際には
ホンダカーズ中央愛媛の電気自動車１台および可搬型
外部給電器１台を「移動できる非常用電源」として、
指定する施設に配備し、避難所の照明やトイレカーの
利用などに必要な電気を確保します。

　ALT（外国語指導助手）の交代があり、新たに４人
が着任しました。
　みなさんよろしくお願いします。
写真左から　※（　　）は呼称
Sakai Evan Walter（エブァン） 
Praveen Sidharth（シド）
Rose Talia（ローズ）
Roden Olivia Anneliese Sumiko（オリヴィア）

台湾・嘉
か

義
ぎ

市の黃
コウ

敏
ビン

惠
ケイ

市長らが大洲市を訪問
　嘉義市（台湾南部、人口約26万人）の訪問団22人が
８月13日㈭に大洲市を訪れました。今回の訪問は、国
立嘉義大学野球部と四国地区大学野球連盟選抜チー
ムの交流試合（８月14日・15日、坊っちゃんスタジア
ム）の視察に併せて行われたものです。今年１月に二
宮市長が嘉義市を訪問したことが縁で実現しました。
この日、黃市長や嘉義市幹部のみなさんは、大洲城な
どを視察した後、大洲市役所を訪れました。黃市長は、
「大洲城を見学し、感動した」と語り、大洲城を描いた
切り絵を二宮市長に贈りました。
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TOPICS
肱川を駆ける！カヌー駅伝
　８月23日㈰、肱川を舞台に「カヌーツーリング駅
伝大会が開催され、35チーム、223人が参加しました。
この大会は、５人１チームでリレーする駅伝方式で行
われます。号砲を合図に一斉にスタートした選手たち
は、慣れないカヌーに悪戦苦闘しながらも、仲間と力
を合わせて懸命に漕ぎ進みました。
　晴天の下、川岸からは大きな声援や拍手が送られ、
会場は大いに盛り上がりました。ゴールした選手たち
には笑顔があふれ、仲間とともに肱川を駆け抜けた達
成感を味わっていました。

いもたき初煮会
　毎年恒例のいもたき初煮会が、８月28日㈮に肱北河
原で開催されました。
　会場は、登録店のいもたきを仲間同士で囲むグルー
プのほか、大洲市青年農業者協議会（アグルビト）らが
屋台で販売した大鍋いもたきなどを楽しむ人々であふ
れました。
　臥龍太鼓やチアダンス、よさこい演舞の
ステージイベントも催され、訪れた人たちは
大洲の秋の訪れを存分に楽しんでいました。
　今年もいもたきは10月中旬まで行われま
す。 市ホームページ
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シ
リ
ー
ズ

一般（チャレンジコース）優勝チーム　「ハロー☆ウサミミ2026」




